
第３６４回 理事会次第 

一般社団法人日本コミュニティーガス協会 

日  時  ２０１９年６月２０日（木）１３時５０分～１４時５０分（予定） 

場  所  東京都千代田区 「霞山会館」  霞山の間 

会議成立報告   

挨  拶     

議事録署名人   

議  題 

Ⅰ．会務関係  

 ＜審議事項＞ 

 １.役員人事について                       ２頁 

 ２.２０１９年度協会表彰（案）について              ３頁 

  ＜報告事項＞ 

 １. 会員数について                        ４頁 

 ２．第３８回制度設計専門会合の審議概要について                ５頁 

３．第８回ガス事業制度検討ワーキンググループについて      １４頁 

４. 消費税増税対応について                   ３５頁 

５．第４９回定時総会の運営次第について             ３９頁 

６．２０１９年度「ガスと暮らしの安心」運動の実施について    ４０頁 

７．その他 

Ⅱ．事務局報告  

１．事業者登録状況について（２０１９年５月度）          ４１頁 

２．コミュニティーガス事業生産動態統計（２０１９年３月度、２０１８年計） 

                                ４２頁 

３．その他 

Ⅲ．次回理事会の開催予定について 

第３６５回理事会  ２０１９年９月２６日（木）～２７日（金） 

                   ：北陸支部管内  富山市 

以 上 



１．副会長の選出について

理事・副会長である平島 孝三郎氏には、役員交代の申し出があったため、定款第２４条（役

 員の選任）第２項の規定に基づき、泉 博之氏を後任の副会長として選出いたしたい。

新 旧

副 会 長

泉 博之

広島ガスプロパン㈱

代表取締役社長

平島 孝三郎

西部ガスエネルギー㈱

（前）代表取締役社長

２．常任理事の選出について

理事・常任理事である森永 浩之氏には役員交代の申し出があったため、また、泉 博之氏

 は副会長に選出されたため、定款第２４条（役員の選任）第２項の規定に基づき、金井 昌道

氏ならびに根本 有二郎氏を後任の常任理事として選出いたしたい。

  但し、金井 昌道氏ならびに根本 有二郎氏については、第４９回定時総会・第５号議案「役

 員の任期中異動に伴う選任の件」により理事に選任されることを条件とする。

３．参与の推薦について

平島 孝三郎氏には、理事・副会長を辞任される旨申し出があったため、定款第３１条（顧

問及び参与）第２項、定款実施細則第１７条（顧問・参与の資格等）第１項及び第２項の規定

に基づき、参与に推薦する。

以 上

新 旧

常 任 理 事

金井 昌道

西部ガスエネルギー㈱

代表取締役社長

泉 博之

広島ガスプロパン㈱

代表取締役社長

常 任 理 事

根本 有二郎

マルヰ産業㈱

代表取締役社長

森永 浩之

マルヰ産業㈱

（前）代表取締役社長

役員人事について（案）
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標記受賞候補者については、第３６３回理事会（５月１７日開催）において承

認されたが、その後、本部委員の退任が追加された。

よって、受賞候補者（感謝状）といたしたい。

退任者

＊感謝状 池田 純  東京ガスエネルギー㈱ エネライフ営業企画部部長代理

   就任期間  平成２２年７月～平成３０年７月  （８年）

     料金制度検討WG委員として長期に亘り協会運営に功績を挙げた。

その結果

１．会長賞

 （１）本部推薦   ２名

 （２）支部推薦   ３名

計   ５名

２．功労賞

 （１）本部推薦   ６名

 （２）支部推薦   ７名

計  １３名

３．感謝状

 （１）本部推薦   ６名

 （２）支部推薦   １名

計   ７名

合  計  ２５名

以 上

２０１９年度協会表彰（案）について
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会員数 会員数 会員数 入　会 会員数 会員数 入　会 会員数
2019.04.30 2019.05.31 2019.04.30 退　会 2019.05.31 2019.04.30 退　会 2019.05.31

51 51 2 2 11 11 64 65

137 137 6 6 15 15 158 169

346 346 9 9 24 24 379 387

99 99 3 3 21 21 123 127

38 38 3 3 10 10 51 55

168 168 7 7 17 17 192 200

120 120 5 5 14 14 139 143

60 60 1 1 3 3 64 68

217 217 8 8 24 24 249 254

28 28 5 5 4 4 37 37

1,264 1,264 49 49 143 143 1,456 1,505

4 4 1 1 26 26 31 31

1,268 1,268 50 50 169 169 1,487 1,536

会　　　　　　　員　　　　　　　数　（　05月度　）
(　2019．05．31　）

正　　　　会　　　　員 準　　　会　　　員 賛　　助　　会　　員
会員総数

支 部
会員総数入　会 退　会

北海道

東 北

関 東

沖 縄

小 計

本 部

合 計

東 海

北 陸

近 畿

中 国

四 国

九 州

2019年度第364回理事会
資料ＮＯ.3



1 

電力・ガス取引監視等委員会 第３８回制度設計専門会合 議事概要 

１．日時 ２０１９年５月３１日（金）１０ ００～１０ ３０（ガスのみ） 

２．場所 経済産業省本館１７階第国際会議室 

３．出席者（委員） 
稲垣座長、林委員、圓尾委員、安藤委員、岩船委員、大橋委員、草薙委員、 
新川委員、武田委員、辰巳委員、松村委員、山内委員 

（オブザーバー・ガス） 
大浦 夏樹   JXTGエネルギー株式会社 ガス事業部 部長 
佐藤 美智夫  東京電力エナジーパートナー株式会社 常務取締役 
沢田 聡    一般社団法人 日本ガス協会 専務理事 
棚沢 聡    東京ガス株式会社 執行役員 原料部長 
内藤 理    一般社団法人 全国ＬＰガス協会 専務理事 
松井  毅    大阪ガス株式会社 代表取締役 副社長執行役員 
籔内 雅幸   一般社団法人 日本コミュニティーガス協会 専務理事 
下堀 友数   資源エネルギー庁 ガス市場整備室長 

４．議題（ガスのみ） 
・LNG市場の状況と当社の原料調達・需給調整（東京ガス株式会社） 
・ガスの卸取引に関する競争の促進について 

５．意見等 
 東京ガスから「LNG市場の状況と当社の原料調達・需給調整」(別邸資料)についての説明 

 東京ガスは安定・安価な原料調達を推進しており、天然ガスの利用拡大を図るため3つの
多様化を推進している。1つ目が調達ソースの多様化で、アジア・オーストラリア以外に遠
方ではあるが、カナダ・モザンビーク・メキシコと調達先を拡大する予定である。 

  2つ目が、契約条件の多様化で、油価連動による価格指標が大勢を占めている中で、その
他の価格指標を組み合わせていくことを考えている。また、仕向地の自由な契約を獲得して
量的な柔軟性を高めることを推進している。ＬＮＧ産消会議など官民一体となってＬＮＧ市
場の変革に取り組んでいる成果が出始めていると理解している。加えてＬＮＧの市場の変化
を生かして、新規の柔軟性の高い長期契約にコミットすると共に市況に併せて短期の契約あ
るいはスポット契約（スポット調達）を組み合わせて、より安価調達を実現していく考えで
いる。 
 原料調達「多様化」の直近の動きとして、昨年5月に日本初となるシェールガスの受け入
れを開始した。北米の東海岸からなので輸送距離が長くなることが課題である。この対策と
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して、英国のセントリカ社と連携、カーゴスワップを活用し、北米のＬＮＧをより近い欧州
に送り、セントリカ社が持っている東南アジアのソースを日本に運ぶことで、フレートのコ
ストダウンを図っている。 
６月には、モザンビークからの調達を発表した。欧州と日本は輸送日数的には等距離にあ

ることから、欧州企業と柔軟な取引契約を進めることを検討している。 
10月にはカナダ、11月にはメキシコと新規柔軟性のある契約を締結し、北米であっても

より日本に近い西海岸からの調達を実現した。 
さらに、本年4月には、シェル・イースタントレーディング社と業界初と思える石炭価格

連動の価格指標を参照する契約を結んでいる。 
この様に積極的に今までに無いような新たな契約形態を取り込み、安定供給を前提として、

より安価な供給を実現していこうと努力している。 
 JOGMECの「世界のＬＮＧの需給見通し」によれば、2020年頃に需給が緩和するものの、
その後、需給のバランスについては注視が必要な状況だ。 
 電力とガスの調達の違いに加え、電源面での調達を見ても、当社は新電力の立場として順
次電源を拡充していく状況であって、相対的には設備余力が小さい状況にある。 
 また、ＬＮＧの転売についても、相手先のニーズもあることから需給調整に活用するのは
あまり過度な期待はできず限界がある状況だ。 
 関東エリアでの卸取引の状況では、３～６社が地方ガス事業者へ卸を行っている。卸の自
由化以来、卸元の切換え、卸価格の値下げ等が行われている。長期契約は、卸先にとって安
定・安価に調達が出来るメリットもあるため、長期契約も含めて選択できることが重要であ
り、卸先のニーズにあったより良い契約を結ぶことを目指す。 

 事務局から「中途解約補償料を伴う長期契約に関する論点について」資料の説明を行った。  
 高額違約金付き長期契約は卸事業者の切り替えを長期間にわたり困難にする恐れがある。
状況によってはガス卸市場の新規参入者の事業を困難にする可能性もあり、優越的地位の乱
用と評価される可能性もあるとした。 
 一方、高額違約金付き長期契約がＬＮＧ事業の構造上やむを得ない場合には、それを禁止
することで事業自体が困難になる可能性も考えられるとして、一概に否定することは適切で
ないとした。 

  委員から 
 ＬＮＧは液化させるのに膨大な投資が必要であり、売り手側として安定的な長期契約でな
いと事業が立ち上がらず長期契約は仕方がないとの説明はもっともなことと聞こえる。しか
し、なぜ原油価格に連動しなくてはいけないのか。ＬＮＧの気化設備の建設費は原油価格に
連動することはないので、リスクを大きくみるのであれば一定の価格の方が投資回収は自然
である。マイナスから出発していることを十分に理解していただいて、そのような状況から
早く離脱していただきたい。 
 違約金に関して、卸売りだけでなく小売りに関して同じような問題がある。小売りの場合
には燃料転換によって需要が落ちたり、他事業者にとられる等、主要因が両方ある。こちら
の影響の方がはるかに大きく、卸売りより小売りの方が違約金が高いはずなのに、卸しの方
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が高い違約金となっているのであればおかしなことだ。長期契約しているところは違約金が
付いているから価格は安くなるというならば、スポットで安い価格で応札している価格より
本当に安いのか検証し精査する必要がある。 
 高額なペナルティーを伴う契約は、卸元事業者の切り替えが進まない要因の１つになって
いる。しかし、それ以上に卸先事業者のマインドとして、選択をしにくい背景はいくつも存
在していることを認識していただきたい。圧倒的に大きなガス会社の存在は、中小のガス会
社にとっては大きな脅威だと考える。また、小売りの競争が起きていない区域ではガス価格
を抑制するインセンティブは働かないということもある。その他にも、営業協力や技術協力
等、自由化以前から当たり前の慣習として継続されてきた付帯的なサービス等、卸元と卸先
の互恵関係として、どのようなものがあるのか全容を把握したうえで制度設計を含めた検証
をお願いしたい。 

以上 
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総合資源エネルギー調査会 電力・ガス事業分科会 電力・ガス基本政策小委員会 

ガス事業制度検討ワーキンググループ（第８回）審議概要 

１．日 時 ２０１９年６月５日（水） ９：００～１０：３１  

２．場 所 経済産業省 地下講堂 

３．出席者＜委員＞  

山内座長、市村委員、大石委員、男澤委員、柏木委員、橘川委員、草薙委員、 

武田委員、二村委員、又吉委員、松村委員、山野委員 

＜オブザーバー＞  

佐藤 美智夫 東京電力エナジーパートナー株式会社 取締役副社長 

沢田 聡   一般社団法人日本ガス協会 専務理事 

（代理 杉野 哲 企画部長） 

戸出 繁   国際石油開発帝石株式会社 国内エネルギー事業本部 

ガス事業企画ユニットジェネラルマネージャー 

中島 俊朗  石油資源開発株式会社 経営企画部長 

冨士元 宏明 ＪＸＴＧエネルギー株式会社 リソーシズ＆パワーカンパニー 

       ガス事業部長 

＜経済産業省＞  

下堀ガス市場整備室長、田村ガス安全室長 他 

４．議事次第 

  1．開会 

  2．説明・討議 

（1）熱量バンド制に関する検討 

（2）二重導管規制に係る変更・中止命令の判断基準に関する検討 

（3）ＬＮＧ基地の第三者利用ニーズに関する調査要領及び調査様式 

3．閉会 

５．議事概要  

事務局より資料説明後、自由討議 

議題１  

＜熱量バンド制に関する検討ついて＞ 

 熱量バンド制は、現行の標準熱量制が前提とするＬＰＧ添加による熱量調整コストを

下げ、ガス料金の低廉化することを狙いとし検討を進めている。しかし、導管網に熱量

計を設置しなければならず、また体積が増加することに伴う導管やガバナ等の容量が逼

迫し、設備改善による追加コストが必要となる。さらに、ガス機器の安全性や性能が担

保できるか、メリット・デメリットを比較検証し導入の可否を検討していくべき。 
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 需要家への丁寧な対応が必要となり、調達のみのメリットではなく電気・ガスを含め

たトータルメリットを考えてなければならない。 

 一需要家のコスト増ではなく、社会全体のコストを考えるべきだ。 

 機器の安全性の確保、耐久性については可能な限り定量的な比較を行うこと。料金の

請求方法について具体的にわかるとよい。 

 昨年度の調査を踏まえ、需要家側の燃焼機器に加え、供給側の導管・製造設備、ガス

事業者の各種システムへの影響調査及び、熱量計の設置個所等の追加調査を行う。ま

た、熱量バンド制を採用している諸外国の調査も継続する。 

 熱量変動に大きく影響を受ける需要家の意見収集や、熱量の影響がでる小型エンジン

等のメーカーからの情報収集も行っていただきたい。 

 熱量バンド制を採用した場合は、大きな制度変更になることから、多少時間を要して

も調査はきちんとおこなっていただきたい。 

議題２ 

＜二重導管規制に係る変更・中止命令の判断基準に関する検討について＞ 

 「二重導管規制」に関する2020年度以降の対応について検討を開始する。 

 全面自由化後の17年～19年度は、都市ガスの伸びを考慮し、全需要家の4.5％を上限に

供給を認めていた。「この３年で上限に達しなかった残余分を繰り越し可能にするの

か」「上限を超えた供給の許容可否」「残量開示の仕組み」「全国一律ではなく一般ガ

ス導管事業者の供給区域ごとにする妥当性」について検討をすすめる。 

 二重導管を規制するほど、本当に利益阻害性があるものか。 

 ３年の暫定措置をしない選択肢もあるのではないか。 

 ３年の残余分を繰り越し可能にすると、実際の需要の伸びを上回る量が一般ガス導管

から脱落しかねず、託送料金低廉化に向けて厳しい措置となるので、多くの需要家の託

送料金やガス料金の低減につながる仕組みとなるよう検討を願う。 

議題３ 

＜ＬＮＧ基地の第三者利用ニーズに関する調査要領について＞ 

 現在、第三者利用を義務付けられていない貯蔵容量２０万 未満のＬＮＧ基地を利用

したい事業者のニーズを聞く。また、ガス・電気・石油業界等の事業者からも意向を聞

くとともにホームページを通じて、広く意見を求めていく。 

６．次回、８／２（金）１０：００～ 場所については後日ご案内する。 

以上 
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2019/6/20 

消費税増税への対応について 

（一社）日本コミュニティーガス協会 

本年１０月１日より消費税等の税率が、８％から１０％に引き上げられます。コミュニテ

ィーガスを供給するガス小売事業者として、消費税増税に対応する際の注意点を、自由化団

地と経過措置指定旧供給地点に分けて、以下のとおりまとめました。 

(注) 「改正法」：電気事業法等の一部を改正する等の法律（平成２７年法律第４７号） 

「新ガス事業法」 ：改正法第５条に基づく改正後のガス事業法 

「旧ガス事業法」：改正法附則第２８条第４項の規定によりなおその効力を有するも

のとして読み替えて適用される改正法第５条の規定による改正前

のガス事業法第３７条の７第１項において準用する改正法第５条

のガス事業法 

  「消費税等」  ：消費税及び地方消費税 

1. 共通  

(1) 経過措置 

① ２０１９年１０月１日より前から継続して供給しているガスに係る料金で、

２０１９年１０月１日から１０月３１日までの間に検針し請求するものであ

れば、増税前の税率８％が適用されます。 

http://www.nta.go.jp/publication/pamph/shohi/kaisei/pdf/01.pdf

2019年度第364回理事会
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2. 自由化団地および自由料金メニュー 

(1) 供給条件の説明等（ガス事業法第１４条、ガス事業法施行規則第１３条） 

① 消費税等の増税による料金の変更は、ガス事業法第１４条第１項（同法施行規

則第１３条第１項第７号）に規定する「小売供給に係る料金その他の供給条件

（当該料金の額の算出方法を含む。）」の変更に該当し、契約変更に当たるため、

契約変更前に変更後の料金及びその額の算出方法について、需要家へ説明を

行い、書面を交付する必要があります。 

② 1.(1)の「経過措置」は、「小売供給に係る料金の額の算出方法」に該当する事

項であることから、当該説明と書面交付の対象事項です。書面には「今回の変

更内容をご承諾いただける場合は特段のお手続きは不要です」と注記し、説明

にも同内容を加えてください。 

③ ８月の検針時に説明が必要です。 

(2) 書面の交付（ガス事業法第１５条、同法施行規則第１４条） 

① 料金変更に当たり、ガス事業法第１５条に規定する「書面の交付」も必要とな

ります。 

② 事業者の名称及び住所、事業者の登録番号、変更年月日、変更後の料金及びそ

の額の算出方法（「経過措置」を含む。）並びに供給地点特定番号（「検針票の

○○欄に記載」で可。）を記載した書面を作成し、交付してください。 

③ 需要家との契約等で、契約内容の事前の掲示や周知について定めている場合
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は、当該規定に基づき適切に掲示を行う必要があります（例：協会作成の「ガ

ス小売供給約款の一例」２（４））。 

④ 当該書面は、遅くとも１０月の検針時までに需要家へ交付してください。 

3. 指定旧供給地点 

(1) 供給約款の変更及び変更届（旧ガス事業法第１７条第６項及び第７項） 

① 消費税等の増税に伴う料金の変更は、旧ガス事業法第１７条第６項の変更に

該当し、同条第７項の規定に基づく事前届出が必要です。 

② 当該届出に係る変更後の供給約款は、届出が受理された日から３０日を経過

した後に効力を生じます(旧ガス事業法第１７条第８項)。 

③ また、当該届出に係る変更後の供給約款は、その実施の日の１０日前から、営

業所、事務所その他の事業場において、公衆の見やすい箇所に掲示しておかな

ければなりません。（旧ガス事業法第１９条） 

④ 以上②及び③から、遅くとも４０日以上前、つまり８月２０日までには変更届

出を受理していただく必要があります。 

⑤ 届出書類一式は、別途協会ホームページに掲載しますので、活用下さい。 

(2) 供給約款テンプレートへの変更 

① 平成２９年４月の新ガス事業法施行時には、旧ガス事業法の下で認可を受け、

変更を届け出た「簡易ガス供給約款」は、新ガス事業法における「指定旧供給

地点小売供給約款」としてみなされています（改正法附則第３０条第３項）。 
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消費税等の増税に伴って「供給約款」を変更する際は、現在の「簡易ガス供給

約款」の内容を、現行制度に適合するよう変更する必要があります。 

② 当該変更は、旧ガス事業法第１７条第３項に該当し、同条第４項の届出が必要

となります。 

③ この届出書類一式及び指定旧供給地点小売供給約款のテンプレートは協会ホ

ームページに無料で掲載しますので、ダウンロードし必要事項を入力して利

用願います。 

＊疑問点や質問等につきましては、業務部（03-5405-2215 鈴木・篠宮）又は協会支部事務

局までお願いします。 

以上 
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(一社)日本コミュニティーガス協会 第４９回定時総会等運営（案）

期 日：２０１９年６月２０日（木）

場 所：霞山会館（℡３５８１－０４０１㈹）

次    第 氏      名 時  間（予 定） 経済産業省・エネ庁出席予定者

１．常任理事会

（Room５） 会 長  鴇田 勝彦 他 １３：００～１３：４０

２．理 事 会

（霞山の間） 同    上 １３：５０～１４：５０

下堀ガス市場整備室長

田村ガス安全室長

３．定時総会

（牡丹の間）

１）成立報告

２）会長挨拶

３）来賓祝辞

４）議長選出

５）議事録署名人選出

６）議案審議

・第１号～５号

７）表  彰

８）閉  会

司会 専務理事 籔内 雅幸

専務理事  籔内 雅幸

会 長   鴇田 勝彦

世耕経済産業大臣

（村瀬電力・ガス事業部長）

会 長   鴇田 勝彦

   同    上

進行 会 長

説明 専務理事 籔内 雅幸

会 長   鴇田 勝彦

専務理事  籔内 雅幸

１５：００～１６：４５

１５：００～１５：０２

１５：０２～１５：０７

１５：０７～１５：１２

１５：１２～１５：１４

１５：１４～１５：１５

１５：１５～１６：１５

１６：１５～１６：４５

１６：４５

世耕経済産業大臣

（村瀬電力･ガス事業部長）

下堀ガス市場整備室長

田村ガス安全室長

４．懇親会

（霞山の間）

 １）開  会

 ２）会長挨拶

 ３）乾  杯

４）閉会の辞（中締め）

司会 総務部長 小楠 康晴

総務部長  小楠 康晴

会 長   鴇田 勝彦   

福島技術総括・保安審議官

副会長   和田 眞治

１７：００～１８：３０

１７：００～１７：０５

１７：０５～１７：１０

１７：１０～１７：１５

     ～１８：３０

村瀬電力･ガス事業部長

福島技術総括・保安審議官

下堀ガス市場整備室長

田村ガス安全室長

2019年度第364回理事会
資料ＮＯ.7



2019 年 6 月

（一社）日本コミュニティーガス協会

2019 年度「ガスと暮らしの安心」運動の実施について 

2019 年度も前年度同様に、基本方針を「ガス事故のない社会の実現を目指し、お客さまが安心して

ガスをお使いいただけるよう、ガス設備やガス機器の使用方法・維持管理について、お客様の理解浸透

を図り、ガスに係る安全を考えていく諸活動を展開していく」とし、以下のとおり、より一層お客さま

と一体となった運動を展開していく。

【目的】 

消費者事故ゼロを目指し、より充実した消費者保安の向上を目的として、従来から実施して

きた①ガス機器の正しい使い方の周知 ②使用中の換気の注意 ③安全装置付機器の啓発・普

及促進 ④複合型警報器の設置促進を行う。

また、これまで実施してきた敷地内ガス管が消費者の所有物であることについての周知を図

る「経年内管個別周知活動」と併せて、消費者の自己責任意識の醸成を図る取組みを実施する。

【運動方針】

1. 開放式ガス湯沸器に関する正しい使い方及び使用中の換気注意を周知し、不完全燃焼防止
装置のないものについては、安全装置付き湯沸器への交換を要請する。

2. 浴室内設置の自然排気式風呂釜の使用先に対しては、不完全燃焼防止装置のないものにつ
いては、その危険性を周知し、安全装置付きの新型機器への交換を要請する。また、風呂
釜を点火する際に注意すべき事項について周知する。

3. ガスコンロ類に関する正しい使い方を周知するとともに、Si センサーコンロの安全性、利
便性を啓発し、普及に努める。立消え安全装置のないものについては、使用上の注意を周
知し、安全装置付きの新型機器への交換を要請する。

4. 金網ストーブ撲滅及びファンヒーター等の安全機器の紹介に努める。
5. 警報器の普及促進を目指し、一般消費者にあっては、ガス警報器のみならず CO 警報器の

設置も要請する。また、業務用厨房等の需要家に対し、ガス使用中の換気、給排気口の清
掃や点検、従業員への保安教育の強化を要請する。

6. ガス展等のあらゆる業務機会を通して、安全装置の付いていないガス機器を使用する消費
者に対してガスの使用上の注意を周知・啓発し、安全装置付きガス機器の普及促進を図る。

7. 敷地内ガス管が需要家の資産であることや、経年埋設内管の取替等を「経年内管個別周知
活動」（通年活動）と併せてすすめる。

8. ガス機器とガス栓の正しい接続について周知する。
9. 地震等災害発生時や停電時のガス機器・ガス栓の操作や注意すべき事項について周知する。

【実施期間】 
自 2019 年 9 月 1 日  至 2019 年 11 月 30 日

【実施主体】 
（１）主催 ： （一社）日本コミュニティーガス協会 （一社）日本ガス協会
（２）後援 ： 経済産業省
（３）協賛 ： （一社）日本ガス石油機器工業会 ガス警報器工業会

【参加者】 
全国の会員事業者

以上

2019年度第364回理事会
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（５月度）

管轄局
事 業 者 名 

代 表 者 名

（〒  ） 

所  在  地
登録年月日 

九州 九石プロパンガス㈱
〒822-0006 

福岡県直方市上境 2742-1 
2019 年 5 月 29 日

以 上

事業者登録状況について

（ 2019 年 5 月度）

2019年度第364回理事会
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　　　　　　　　（平成３１年３月分） 資 源 エ ネ ル ギ ー 庁

電 力 ・ ガ ス 事 業 部

ガ ス 市 場 整 備 室

　総生産量（販売量）は、１５，７０１，５２９ で、そのうち家庭用は、１４，５７５，８６３ （構成比９２．８％）となっている。

需要家メーター取付数は、１，３４６，７４９個（対前年同月比９９．３％）、調定数は、１，１２６，８９７件（対前年同月比９９．１％）、そのうち家庭用
メーター取付数は、１，３３５，１４１個、調定数は、１，１１７，７５５件である。
メーター取付数は、全体で対前月５４３個の減少（対前月比１００．０％）、調定数は、対前月６９７件の減少（対前月比９９．９％）であった。

供給地点群数及び供給地点数は、それぞれ７，３３２（対前月より４地点群増加、対前年同月比９９．５％）、１，８２９，５４１（対前月より２５８地点増加、
対前年同月比９９．４％）となった。

ガス事業生産動態統計の概況
（ガス小売事業（特定ガス発生設備においてガスを発生させ、導管によりこれを供給するものに限る。））

（３）総生産量（販売量）

（２）需要家メーター取付数等

３１年３月分のガス小売事業（特定ガス発生設備においてガスを発生させ、導管によりこれを供給するものに限る。）の総生産量（販売量）は、１５，７０１，５
２９ となり、対前年同月比９３．９％、調定数は、対前年同月比９９．１％、平均販売量は、対前年同月比９４．８％だった。

（１）供給地点群数等

－1－
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（平成３１年３月分）

（ ／月）　

家　庭　用　 総　販　売　量　 ３０年３月　 ３１年３月　 対前年同月比（％）　

北　海　道 96.09  95.43  11.61  11.18  96.35  

東　北 95.23  95.16  14.27  13.70  96.05  

関　東 94.49  94.82  16.71  16.07  96.19  

中　部 94.03  93.71  17.20  16.16  93.93  

北　陸 93.91  94.47  12.46  11.93  95.73  

近　畿 92.15  92.20  15.08  14.02  92.97  

中　国 94.99  95.01  14.73  14.06  95.44  

四　国 93.81  93.91  12.29  11.70  95.21  

九　州 92.36  92.26  12.92  12.03  93.11  

沖　縄 88.29  88.31  8.73  7.67  87.82  

全　国 93.86  93.95  14.69  13.93  94.85  

＊　　＊　　＊　　平　　均　　販　　売　　量　　＊　　＊　　＊

生産量（販売量）対前年同月比（％） 　平　均　販　売　量
経済産業局名

－2－



注1．（　）内は圧縮天然ガス。内数である。

総括表 注2.＜　＞内は特定ガス大口供給数量。内数である。

項目／経済産業局名 北海道 東北 関東 中部 北陸 近畿 中国 四国 九州 沖縄 合　　計

供給地点群数 342 613 2,095 650 288 1,008 619 352 1,180 185 7,332
( 21 ) ( 21 )

供給地点数 141,821 156,318 528,210 173,865 59,896 218,723 142,725 72,061 303,833 32,089 1,829,541
( 4,030 ) ( 4,030 )

原料 い号 ろ号 合計

月始在庫量

　液化石油ガス （㎏） 6,055,263 9,480 6,064,743

  圧縮天然ガス （ ） 0

受入量
　液化石油ガス （㎏） 1,933,770 2,840,565 10,965,480 3,710,354 718,794 3,529,305 2,294,337 1,144,377 5,144,628 435,456 32,672,557 44,509 32,717,066

  圧縮天然ガス （ ） 63,920 63,920

消費量
　液化石油ガス （㎏） 12,917,789 44,552 12,962,341

  圧縮天然ガス （ ） 0

過欠補正
　液化石油ガス （㎏） -50,865 -1,410 -52,275

  圧縮天然ガス （ ） 0

月末在庫量

　液化石油ガス （㎏） 6,325,116 4,630 6,329,746

  圧縮天然ガス （ ） 0

需要家メーター数 （個）

家庭用　取付数 97,801 113,807 384,533 128,108 39,224 156,576 96,468 57,213 229,979 31,432 1,335,141
( 3,466 ) ( 3,466 )

　　　　調定数 83,513 94,957 328,864 108,233 29,674 123,460 78,679 44,294 197,266 28,815 1,117,755
( 2,994 ) ( 2,994 )

商業用　取付数 1,570 1,383 3,451 583 183 703 299 135 653 22 8,982
( 20 ) ( 20 )

　　　　調定数 1,002 1,047 2,750 477 151 590 237 80 589 18 6,941

( 20 ) ( 20 )

その他　取付数 475 332 423 164 86 273 284 23 551 15 2,626

　　　　調定数 387 292 367 133 66 217 236 18 475 10 2,201

計　　取　付　数 99,846 115,522 388,407 128,855 39,493 157,552 97,051 57,371 231,183 31,469 1,346,749

( 3,486 ) ( 3,486 )

< 1 > < 37 > < 112 > < 18 > < 4 > < 18 > < 16 > < 77 > < 283 >

計　　調　定　数 84,902 96,296 331,981 108,843 29,891 124,267 79,152 44,392 198,330 28,843 1,126,897

( 3,014 ) ( 3,014 )

< 1 > < 33 > < 46 > < 17 > < 4 > < 18 > < 15 > < 64 > < 198 >

生産量（販売量） （ ）

　家　　庭　　用 763,329 1,133,249 4,892,812 1,677,884 322,732 1,675,501 1,069,520 512,838 2,308,884 219,114 14,575,863

( 70,448 ) ( 70,448 )

< 376 > < 707 > < 249 > < 1,660 > < 7,131 > < 1,214 > < 11,337 >

　商　　業　　用 81,837 133,405 367,471 60,849 23,616 39,057 18,112 3,448 32,197 2,087 762,079

( 2,110 ) ( 2,110 )

< 139 > < 29,199 > < 4,108 > < 6,642 > < 7,627 > < 4,043 > < 169 > < 3,255 > < 55,182 >

　そ　　の　　他 104,250 52,877 74,693 19,861 10,213 27,579 25,426 3,074 45,596 18 363,587

< 13,240 > < 7,715 > < 7,041 > < 11,084 > < 75 > < 18,557 > < 57,712 >

計 949,416 1,319,531 5,334,976 1,758,594 356,561 1,742,137 1,113,058 519,360 2,386,677 221,219 15,701,529

( 72,558 ) ( 72,558 )

< 139 > < 42,815 > < 12,530 > < 13,932 > < 20,371 > < 4,043 > < 7,375 > < 23,026 > < 124,231 >

＊＊＊ガス事業生産動態統計集計表(平成３１年３月分）＊＊＊
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地区別表 （ガス小売事業（特定ガス発生設備においてガスを発生させ、導管によりこれを供給するものに限る。））　注1．（　）内は圧縮天然ガス。内数である。
項目／都道府県名 北海道 青　森 岩　手 宮　城 秋　田 山　形 福　島 茨　城 栃　木 群　馬

供給地点群数 342 73 103 136 19 102 180 304 171 170

供給地点数 141,821 21,836 25,625 36,667 2,285 26,878 43,027 88,653 43,948 38,771

原　料　受入量
　液化石油ガス （㎏） 1,933,770 287,975 379,597 815,433 31,751 534,359 791,450 1,460,129 967,873 775,287

圧縮天然ガス （ ）

需要家メーター数 （個）

家庭用　取付数 97,801 19,068 19,459 26,388 2,010 18,395 28,487 54,511 31,685 29,557

　　　　調定数 83,513 15,113 15,616 22,515 1,665 15,557 24,491 45,197 25,953 24,220

商業用　取付数 1,570 504 114 124 4 403 234 222 367 170

　　　　調定数 1,002 355 86 116 4 332 154 176 275 125

その他　取付数 475 117 74 41 1 31 68 96 61 33

　　　　調定数 387 103 63 40 1 27 58 81 50 26

計　　取　付　数 99,846 19,689 19,647 26,553 2,015 18,829 28,789 54,829 32,113 29,760

計　　調　定　数 84,902 15,571 15,765 22,671 1,670 15,916 24,703 45,454 26,278 24,371

生産量（販売量） （ ）

　家　　庭　　用 763,329 109,583 167,554 348,289 14,657 164,783 328,383 671,051 368,187 309,037

　商　　業　　用 81,837 17,256 4,097 19,415 20 73,950 18,667 9,164 82,039 53,552

　そ　　の　　他 104,250 2,660 2,915 4,375 0 13,959 28,968 13,330 2,596 10,875

計 949,416 129,499 174,566 372,079 14,677 252,692 376,018 693,545 452,822 373,464

＊＊＊ガス事業生産動態統計集計表(平成３１年３月分）＊＊＊
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地区別表 （ガス小売事業（特定ガス発生設備においてガスを発生させ、導管によりこれを供給するものに限る。））
項目／都道府県名

供給地点群数

供給地点数

原　料　受入量
　液化石油ガス （㎏）

圧縮天然ガス （ ）

需要家メーター数 （個）

家庭用　取付数

　　　　調定数

商業用　取付数

　　　　調定数

その他　取付数

　　　　調定数

計　　取　付　数

計　　調　定　数

生産量（販売量） （ ）

　家　　庭　　用

　商　　業　　用

　そ　　の　　他

計

（ガス小売事業（特定ガス発生設備においてガスを発生させ、導管によりこれを供給するものに限る。））注1．（　）内は圧縮天然ガス。内数である。
埼　玉 千　葉 東　京 神奈川 新　潟 長　野 山　梨 静　岡 富　山 石　川

444 220 63 234 34 151 115 256 159 127
( 21 )

135,021 60,215 11,434 55,381 10,124 26,758 19,603 51,486 25,198 34,515
( 4,030 )

3,266,341 1,096,336 324,185 1,236,375 170,983 674,057 330,083 870,115 265,024 452,020

63,920

101,860 40,336 9,552 45,615 8,587 20,531 15,786 36,549 17,151 21,890
( 3,466 )

91,723 35,714 8,504 39,982 7,408 16,129 12,520 29,179 13,188 16,361
( 2,994 )

564 61 4 338 213 1,310 105 119 51 132
( 20 )

437 54 4 250 182 1,111 56 96 46 105
( 20 )

88 40 1 27 17 9 13 48 12 74

80 36 1 22 17 7 9 46 7 59

102,512 40,437 9,557 45,980 8,817 21,850 15,904 36,716 17,214 22,096
( 3,486 )

92,240 35,804 8,509 40,254 7,607 17,247 12,585 29,321 13,241 16,525
( 3,014 )

1,537,973 573,467 149,181 579,522 75,998 194,581 142,262 385,988 130,762 191,087
( 70,448 )

31,874 6,321 1,250 16,438 12,665 143,389 5,506 5,477 6,347 17,269
( 2,110 )

13,351 9,180 2 1,258 1,276 8,494 945 13,620 26 10,187

1,583,198 588,968 150,433 597,218 89,939 346,464 148,713 405,085 137,135 218,543
( 72,558 )

＊＊＊ガス事業生産動態統計集計表(平成３１年３月分）＊＊＊
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地区別表 （ガス小売事業（特定ガス発生設備においてガスを発生させ、導管によりこれを供給するものに限る。））
項目／都道府県名

供給地点群数

供給地点数

原　料　受入量
　液化石油ガス （㎏）

圧縮天然ガス （ ）

需要家メーター数 （個）

家庭用　取付数

　　　　調定数

商業用　取付数

　　　　調定数

その他　取付数

　　　　調定数

計　　取　付　数

計　　調　定　数

生産量（販売量） （ ）

　家　　庭　　用

　商　　業　　用

　そ　　の　　他

計

（ガス小売事業（特定ガス発生設備においてガスを発生させ、導管によりこれを供給するものに限る。））注1．（　）内は圧縮天然ガス。内数である。
福　井 愛　知 岐　阜 三　重 大　阪 兵　庫 滋　賀 京　都 奈　良 和歌山

62 193 184 208 96 221 256 153 90 130

12,957 35,958 48,493 76,413 20,172 48,649 52,285 28,670 25,465 30,525

169,278 799,650 1,023,301 1,682,869 410,314 717,964 862,761 554,515 398,158 416,315

8,574 29,762 35,272 53,221 16,062 35,779 35,784 21,869 18,106 20,402

6,358 24,916 30,023 45,754 11,716 27,272 29,800 18,003 14,195 16,116

75 173 254 134 23 167 226 125 16 71

70 122 220 119 19 112 195 120 11 63

7 32 34 88 56 53 52 61 11 33

7 17 31 77 27 50 45 56 7 25

8,656 29,967 35,560 53,443 16,141 35,999 36,062 22,055 18,133 20,506

6,435 25,055 30,274 45,950 11,762 27,434 30,040 18,179 14,213 16,204

74,757 359,052 454,154 771,126 173,109 337,819 447,416 238,311 208,893 195,196

2,426 8,235 35,779 16,631 1,145 9,652 8,091 14,878 353 2,512

20 5,788 4,260 9,579 11,305 2,510 2,071 7,088 689 3,896

77,203 373,075 494,193 797,336 185,559 349,981 457,578 260,277 209,935 201,604

＊＊＊ガス事業生産動態統計集計表(平成３１年３月分）＊＊＊
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地区別表 （ガス小売事業（特定ガス発生設備においてガスを発生させ、導管によりこれを供給するものに限る。））
項目／都道府県名

供給地点群数

供給地点数

原　料　受入量
　液化石油ガス （㎏）

圧縮天然ガス （ ）

需要家メーター数 （個）

家庭用　取付数

　　　　調定数

商業用　取付数

　　　　調定数

その他　取付数

　　　　調定数

計　　取　付　数

計　　調　定　数

生産量（販売量） （ ）

　家　　庭　　用

　商　　業　　用

　そ　　の　　他

計

（ガス小売事業（特定ガス発生設備においてガスを発生させ、導管によりこれを供給するものに限る。））注1．（　）内は圧縮天然ガス。内数である。
鳥　取 島　根 岡　山 広　島 山　口 徳　島 香　川 愛　媛 高　知 福　岡

69 82 167 210 91 89 81 107 75 557

14,459 12,384 30,760 68,811 16,311 16,354 14,577 20,291 20,839 144,374

188,255 213,891 427,556 1,200,108 264,527 275,360 189,491 317,772 361,754 2,617,335

8,884 8,714 20,754 45,343 12,773 12,732 11,955 16,564 15,962 112,350

7,214 7,505 15,975 38,205 9,780 9,801 8,264 13,252 12,977 95,861

42 4 68 174 11 17 2 94 22 169

37 4 56 132 8 16 1 47 16 165

60 23 17 155 29 1 4 8 10 148

48 22 14 141 11 1 1 7 9 140

8,986 8,741 20,839 45,672 12,813 12,750 11,961 16,666 15,994 112,667

7,299 7,531 16,045 38,478 9,799 9,818 8,266 13,306 13,002 96,166

79,271 98,345 192,633 581,256 118,015 108,533 84,743 146,345 173,217 1,199,398

1,999 685 2,082 13,276 70 1,157 75 977 1,239 11,708

9,722 1,261 522 12,125 1,796 0 1,653 76 1,345 8,459

90,992 100,291 195,237 606,657 119,881 109,690 86,471 147,398 175,801 1,219,565

＊＊＊ガス事業生産動態統計集計表(平成３１年３月分）＊＊＊
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地区別表 （ガス小売事業（特定ガス発生設備においてガスを発生させ、導管によりこれを供給するものに限る。））
項目／都道府県名

供給地点群数

供給地点数

原　料　受入量
　液化石油ガス （㎏）

圧縮天然ガス （ ）

需要家メーター数 （個）

家庭用　取付数

　　　　調定数

商業用　取付数

　　　　調定数

その他　取付数

　　　　調定数

計　　取　付　数

計　　調　定　数

生産量（販売量） （ ）

　家　　庭　　用

　商　　業　　用

　そ　　の　　他

計

（ガス小売事業（特定ガス発生設備においてガスを発生させ、導管によりこれを供給するものに限る。））注1．（　）内は圧縮天然ガス。内数である。
佐　賀 長　崎 熊　本 大　分 宮　崎 鹿児島 沖　縄 合　計

65 118 96 78 139 127 185 7,332
( 21 )

10,009 40,146 20,003 20,953 26,449 41,899 32,089 1,829,541
( 4,030 )

150,238 756,669 284,991 289,507 362,898 682,990 435,456 32,717,066

63,920

7,274 29,658 14,732 13,501 20,081 32,383 31,432 1,335,141
( 3,466 )

6,046 25,801 12,609 11,809 16,545 28,595 28,815 1,117,755
( 2,994 )

7 62 19 45 26 325 22 8,982
( 20 )

7 57 17 37 19 287 18 6,941
( 20 )

10 76 10 24 53 230 15 2,626
( 0 )

9 70 6 13 45 192 10 2,201
( 0 )

7,291 29,796 14,761 13,570 20,160 32,938 31,469 1,346,749
( 3,486 )

6,062 25,928 12,632 11,859 16,609 29,074 28,843 1,126,897
( 3,014 )

69,881 321,901 132,624 118,129 160,304 306,647 219,114 14,575,863
( 70,448 )

135 5,976 976 1,951 949 10,502 2,087 762,079
( 2,110 )

109 2,301 79 3,033 16,832 14,783 18 363,587
( 0 )

70,125 330,178 133,679 123,113 178,085 331,932 221,219 15,701,529
( 72,558 )

＊＊＊ガス事業生産動態統計集計表(平成３１年３月分）＊＊＊
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　　（平成３０年） 資源エネ ル ギ ー庁

電力・ガ ス 事 業部

ガ ス 市 場 整 備 室

　各項目の概要は次のとおりである。

平成３０年１２月末における供給地点群数は、７，３３３（うち圧縮天然ガスは２１）、供給地点数は１，８２９，６９２（うち圧縮天然ガスは４，０３
０）となっている。前年１２月末に比べると、供給地点群数は３６地点群の減少（対前年同月比９９．５％）、供給地点数は１３，２６７地点の減少（対前年
同月比９９．３％）となった。そのうち圧縮天然ガスの供給地点群数は前年同月と同数、供給地点数は前年同月と同数となった。供給地点数を経済産業局別に
見ると、関東：５２８，０３８（構成比２８．９％）、九州：３０３，３０８（構成比１６．６％）、近畿：２１９，４４７（構成比１２．０％）の順となっ
ており、この３局で全国の約５７．５％を占めている。

平成３０年における簡易ガス事業の年間生産量（販売量）は、１４６，００８，９５５ （対前年比９６．３％）で、そのうち圧縮天然ガスは、７０５，８
０１ （対前年比９４．７％）、特定ガス大口供給量は、１，５７０，００３ （対前年比７２．６％）となった。調定数メーター当たりの全国平均販売量
（ ／月）は、１０．７３ で、前年より０．３４ の減少（対前年比９７．０％）となった。経済産業局別の平均販売量（ ／月）は、中部（１２．３１
）、関東（１２．１５ ）、東北（１１．２３ ）の順となっている。

（１）供給地点群数等

生産量（販売量）は１４６，００８，９５５ で、用途別の内訳は、家庭用１３４，９７６，１７８ （対前年比９５．７％、構成比９２．４％）、商業用
７，５１６，５５６ （対前年比１０５．７％、構成比５．１％）、その他３，５１６，２２１ （対前年比１０２．２％、構成比２．４％）となっている。
経済産業局別に前年比でみると北海道（１０７．８％）、沖縄（９９．７％）、九州（９７．７％）、北陸（９７．３％）、四国（９７．２％）、中国（９
７．１％）が全国平均（９６．３％）を上回っている。

ガス事業生産動態統計の概況
（ガス小売事業（特定ガス発生設備においてガスを発生させ、導管によりこれを供給するものに限る。））

（３）生産量（販売量）

（２）需要家メーター取付数等

平成３０年１２月末における需要家メーター取付数は、１，３４８，２１３個で、前年１２月末に比べると１０，１３９個の減少（対前年同月比９９．
３％）となった。用途別の内訳は、家庭用１，３３６，３６６個（構成比９９．１％）、商業用９，００７個（構成比０．７％）、その他２，８４０個（構成
比０．２％）となっている。調定数は１，１２９，６１２個で、前年１２月末に比べると１１，３６８個の減少（対前年同月比９９．０％）となった。
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家　庭　用　 総　販　売　量　 　平均販売量（ｍ3/月）　　 対前年比（％）　

北　海　道 104.9 107.8 8.16  104.8

東　北 96.0 96.0 11.23  96.2

関　東 93.1 94.3 12.15  95.8

中　部 94.7 94.7 12.31  95.0

北　陸 96.5 97.3 9.30  98.7

近　畿 95.1 95.4 10.73  96.3

中　国 97.1 97.1 10.64  97.9

四　国 97.1 97.2 9.36  97.8

九　州 97.8 97.7 9.50  98.7

沖　縄 99.6 99.7 6.56  98.9

全　国 95.7 96.3 10.73  97.0

＊　　＊　　＊　　平　　均　　販　　売　　量　（平成３０年）　＊　　＊　　＊

生 産 量 （ 販 売 量 ） 対 前 年 比 （ ％ ） 　平　均　販　売　量
経済産業局名
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注1．（　）内は圧縮天然ガス。内数である。

総括表 注2.＜　＞内は特定ガス大口供給数量。内数である。

項目／経済産業局名 北海道 東北 関東 中部 北陸 近畿 中国 四国 九州 沖縄 合　　計

供給地点群数（30年12月末） 343 614 2,093 650 289 1,010 620 352 1,177 185 7,333
( 21 ) ( 21 )

供給地点数  （30年12月末） 141,656 156,366 528,038 173,826 59,976 219,447 142,799 71,874 303,308 32,402 1,829,692
( 4,030 ) ( 4,030 )

原料 い号 ろ号 合計

月始在庫量（30年12月末）

　液化石油ガス （㎏） 5,823,937 8,150 5,832,087

  圧縮天然ガス （ ） 0

受入量
　液化石油ガス （㎏） 17,371,440 27,530,020 101,291,876 33,657,057 6,986,882 33,207,795 20,762,247 10,826,399 49,066,019 4,388,026 304,592,422 495,339 305,087,761

  圧縮天然ガス （ ） 624,143 624,143

消費量
　液化石油ガス （㎏） 118,788,943 516,104 119,305,047

  圧縮天然ガス （ ） 0

過欠補正
　液化石油ガス （㎏） 392,896 38,699 431,595

  圧縮天然ガス （ ） 0

月末在庫量（30年12月末）

　液化石油ガス （㎏） 6,526,679 9,480 6,536,159

  圧縮天然ガス （ ） 0

需要家メーター数 （個）
    （30年12月末）
家庭用　取付数 97,687 113,910 384,888 128,068 39,382 157,037 96,661 57,237 229,748 31,748 1,336,366

( 3,467 ) ( 3,467 )
　　　　調定数 83,646 95,113 329,678 108,375 29,792 123,909 78,947 44,572 197,542 28,713 1,120,287

( 2,992 ) ( 2,992 )
商業用　取付数 1,582 1,384 3,458 589 183 702 300 135 651 23 9,007

( 20 ) ( 20 )
　　　　調定数 1,000 1,053 2,745 483 152 589 245 80 590 18 6,955

( 20 ) ( 20 )

その他　取付数 477 327 424 163 85 501 281 23 544 15 2,840

　　　　調定数 385 289 368 134 66 402 234 18 464 10 2,370

計　　取　付　数 99,746 115,621 388,770 128,820 39,650 158,240 97,242 57,395 230,943 31,786 1,348,213

( 3,487 ) ( 3,487 )

< 1 > < 36 > < 110 > < 18 > < 4 > < 18 > < 16 > < 83 > < 286 >

計　　調　定　数 85,031 96,455 332,791 108,992 30,010 124,900 79,426 44,670 198,596 28,741 1,129,612

( 3,012 ) ( 3,012 )

< 1 > < 32 > < 45 > < 17 > < 4 > < 18 > < 15 > < 71 > < 203 >

生産量（販売量） （ ）

　家　　庭　　用 6,855,489 11,144,540 44,673,854 15,243,218 3,022,100 15,382,409 9,727,584 4,962,222 21,739,623 2,225,139 134,976,178

( 682,523 ) ( 682,523 )

< 2,510 > < 4,160 > < 4,414 > < 15,873 > < 86,008 > < 12,139 > < 125,104 >

　商　　業　　用 703,221 1,361,512 3,432,235 687,840 233,533 419,862 199,270 36,169 417,280 25,634 7,516,556

( 23,278 ) ( 23,278 )

< 1,724 > < 331,912 > < 47,644 > < 123,717 > < 91,999 > < 50,555 > < 1,789 > < 41,226 > < 690,566 >

　そ　　の　　他 804,476 546,611 702,664 174,199 110,296 299,791 230,129 42,661 599,977 5,417 3,516,221

< 143,304 > < 88,561 > < 81,986 > < 136,272 > < 821 > < 303,389 > < 754,333 >

計 8,363,186 13,052,663 48,808,753 16,105,257 3,365,929 16,102,062 10,156,983 5,041,052 22,756,880 2,256,190 146,008,955

( 705,801 ) ( 705,801 )

< 1,724 > < 477,726 > < 140,365 > < 210,117 > < 244,144 > < 50,555 > < 88,618 > < 356,754 > < 1,570,003 >

＊＊＊ガス事業生産動態統計集計表(平成30年）＊＊＊
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地区別表 （ガス小売事業（特定ガス発生設備においてガスを発生させ、導管によりこれを供給するものに限る。））　注1．（　）内は圧縮天然ガス。内数である。
項目／都道府県名 北海道 青　森 岩　手 宮　城 秋　田 山　形 福　島 茨　城 栃　木 群　馬

供給地点群数（30年12月末） 343 73 103 136 19 102 181 303 171 170

供給地点数  （30年12月末） 141,656 21,846 25,625 36,667 2,285 26,878 43,065 88,677 43,821 38,839

原　料　受入量
　液化石油ガス （㎏） 17,371,440 3,013,151 3,843,075 7,391,273 316,771 5,343,705 7,622,045 13,507,590 9,880,813 7,494,985

圧縮天然ガス （ ）

需要家メーター数 （個）
    (30年12月末)
家庭用　取付数 97,687 19,066 19,439 26,426 2,009 18,414 28,556 54,610 31,593 29,612

　　　　調定数 83,646 15,217 15,567 22,658 1,662 15,594 24,415 45,510 25,964 24,291

商業用　取付数 1,582 507 114 127 4 398 234 223 370 176

　　　　調定数 1,000 359 86 119 4 330 155 177 278 126

その他　取付数 477 117 74 36 1 31 68 98 61 33

　　　　調定数 385 103 65 35 1 27 58 82 50 26

計　　取　付　数 99,746 19,690 19,627 26,589 2,014 18,843 28,858 54,931 32,024 29,821

計　　調　定　数 85,031 15,679 15,718 22,812 1,667 15,951 24,628 45,769 26,292 24,443

生産量（販売量） （ ）

　家　　庭　　用 6,855,489 1,170,830 1,729,051 3,327,148 149,478 1,627,289 3,140,744 6,215,052 3,668,569 2,927,172

　商　　業　　用 703,221 193,887 45,997 181,523 205 715,301 224,599 91,866 975,284 595,820

　そ　　の　　他 804,476 26,229 37,457 42,061 0 143,787 297,077 148,166 31,457 109,482

計 8,363,186 1,390,946 1,812,505 3,550,732 149,683 2,486,377 3,662,420 6,455,084 4,675,310 3,632,474
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地区別表 （ガス小売事業（特定ガス発生設備においてガスを発生させ、導管によりこれを供給するものに限る。））
項目／都道府県名

供給地点群数（30年12月末）

供給地点数  （30年12月末）

原　料　受入量
　液化石油ガス （㎏）

圧縮天然ガス （ ）

需要家メーター数 （個）
    (30年12月末)
家庭用　取付数

　　　　調定数

商業用　取付数

　　　　調定数

その他　取付数

　　　　調定数

計　　取　付　数

計　　調　定　数

生産量（販売量） （ ）

　家　　庭　　用

　商　　業　　用

　そ　　の　　他

計

（ガス小売事業（特定ガス発生設備においてガスを発生させ、導管によりこれを供給するものに限る。））注1．（　）内は圧縮天然ガス。内数である。
埼　玉 千　葉 東　京 神奈川 新　潟 長　野 山　梨 静　岡 富　山 石　川

443 220 62 235 34 151 115 256 160 127
( 21 )

134,966 60,205 11,309 55,460 10,099 26,757 19,603 51,486 25,278 34,515
( 4,030 )

29,124,150 9,958,759 2,938,493 11,655,427 1,503,268 5,804,348 3,187,719 8,171,376 2,668,914 4,299,968

624,143

101,978 40,393 9,487 45,755 8,593 20,490 15,795 36,627 17,271 21,928
( 3,467 )

91,919 35,775 8,446 40,067 7,396 16,091 12,594 29,285 13,212 16,451
( 2,992 )

563 61 4 338 212 1,308 106 120 51 132
( 20 )

435 54 4 248 179 1,105 58 98 46 106
( 20 )

87 40 1 27 17 9 13 48 12 73

80 36 1 23 17 6 9 46 7 59

102,628 40,494 9,492 46,120 8,822 21,807 15,914 36,795 17,334 22,133
( 3,487 )

92,434 35,865 8,451 40,338 7,592 17,202 12,661 29,429 13,265 16,616
( 3,012 )

13,314,487 5,263,663 1,284,334 5,291,022 628,630 1,820,796 1,399,024 3,751,158 1,221,898 1,792,787
( 682,523 )

327,641 67,075 14,672 184,831 92,336 955,667 61,203 68,268 71,457 162,076
( 23,278 )

147,675 92,302 11 11,634 10,662 65,296 6,217 82,342 173 110,123

13,789,803 5,423,040 1,299,017 5,487,487 731,628 2,841,759 1,466,444 3,901,768 1,293,528 2,064,986
( 705,801 )
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地区別表 （ガス小売事業（特定ガス発生設備においてガスを発生させ、導管によりこれを供給するものに限る。））
項目／都道府県名

供給地点群数（30年12月末）

供給地点数  （30年12月末）

原　料　受入量
　液化石油ガス （㎏）

圧縮天然ガス （ ）

需要家メーター数 （個）
    (30年12月末)
家庭用　取付数

　　　　調定数

商業用　取付数

　　　　調定数

その他　取付数

　　　　調定数

計　　取　付　数

計　　調　定　数

生産量（販売量） （ ）

　家　　庭　　用

　商　　業　　用

　そ　　の　　他

計

（ガス小売事業（特定ガス発生設備においてガスを発生させ、導管によりこれを供給するものに限る。））注1．（　）内は圧縮天然ガス。内数である。
福　井 愛　知 岐　阜 三　重 大　阪 兵　庫 滋　賀 京　都 奈　良 和歌山

62 192 184 209 98 221 256 153 90 130

12,957 35,837 48,493 76,495 20,360 48,829 52,633 28,670 25,473 30,525

1,654,094 7,249,206 9,381,389 15,109,410 3,617,856 6,826,344 8,280,853 5,261,503 3,791,486 3,775,659

8,575 29,659 35,303 53,244 16,201 35,953 35,954 21,786 18,103 20,465

6,372 24,964 30,013 45,867 11,818 27,321 29,946 18,027 14,240 16,185

75 177 255 134 23 166 225 126 16 71

69 124 223 119 19 113 193 121 11 63

7 32 34 87 286 53 52 61 11 31

7 17 31 78 214 50 45 56 7 23

8,657 29,868 35,592 53,465 16,510 36,172 36,231 21,973 18,130 20,567

6,448 25,105 30,267 46,064 12,051 27,484 30,184 18,204 14,258 16,271

758,513 3,271,113 4,171,695 6,917,772 1,543,816 3,207,619 3,981,363 2,221,131 1,884,925 1,785,042

27,389 80,424 410,629 194,359 8,034 98,527 82,550 171,319 4,312 27,731

387 39,014 33,636 98,969 138,497 20,439 11,594 84,024 9,192 35,658

786,289 3,390,551 4,615,960 7,211,100 1,690,347 3,326,585 4,075,507 2,476,474 1,898,429 1,848,431
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地区別表 （ガス小売事業（特定ガス発生設備においてガスを発生させ、導管によりこれを供給するものに限る。））
項目／都道府県名

供給地点群数（30年12月末）

供給地点数  （30年12月末）

原　料　受入量
　液化石油ガス （㎏）

圧縮天然ガス （ ）

需要家メーター数 （個）
    (30年12月末)
家庭用　取付数

　　　　調定数

商業用　取付数

　　　　調定数

その他　取付数

　　　　調定数

計　　取　付　数

計　　調　定　数

生産量（販売量） （ ）

　家　　庭　　用

　商　　業　　用

　そ　　の　　他

計

（ガス小売事業（特定ガス発生設備においてガスを発生させ、導管によりこれを供給するものに限る。））注1．（　）内は圧縮天然ガス。内数である。
鳥　取 島　根 岡　山 広　島 山　口 徳　島 香　川 愛　媛 高　知 福　岡

69 82 168 210 91 88 81 107 76 554

14,459 12,382 30,836 68,811 16,311 16,262 14,577 20,120 20,915 143,888

1,869,570 1,981,866 3,804,755 10,655,262 2,450,794 2,469,737 1,870,117 2,993,987 3,492,558 24,504,440

8,904 8,699 20,867 45,417 12,774 12,648 11,971 16,577 16,041 112,059

7,261 7,488 16,005 38,393 9,800 9,818 8,328 13,334 13,092 95,943

42 4 68 175 11 17 2 94 22 168

37 4 56 140 8 16 1 47 16 165

60 24 17 151 29 1 4 8 10 147

48 23 14 138 11 1 1 7 9 138

9,006 8,727 20,952 45,743 12,814 12,666 11,977 16,679 16,073 112,374

7,346 7,515 16,075 38,671 9,819 9,835 8,330 13,388 13,117 96,246

764,679 919,417 1,778,485 5,134,709 1,130,294 1,062,307 812,041 1,405,932 1,681,942 10,988,967

18,139 7,959 26,375 146,161 636 12,167 722 10,702 12,578 189,564

99,547 14,044 4,320 94,095 18,123 0 26,175 836 15,650 77,166

882,365 941,420 1,809,180 5,374,965 1,149,053 1,074,474 838,938 1,417,470 1,710,170 11,255,697

＊＊＊ガス事業生産動態統計集計表(平成３０年）＊＊＊
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地区別表 （ガス小売事業（特定ガス発生設備においてガスを発生させ、導管によりこれを供給するものに限る。））
項目／都道府県名

供給地点群数（30年12月末）

供給地点数  （30年12月末）

原　料　受入量
　液化石油ガス （㎏）

圧縮天然ガス （ ）

需要家メーター数 （個）
    (30年12月末)
家庭用　取付数

　　　　調定数

商業用　取付数

　　　　調定数

その他　取付数

　　　　調定数

計　　取　付　数

計　　調　定　数

生産量（販売量） （ ）

　家　　庭　　用

　商　　業　　用

　そ　　の　　他

計

（ガス小売事業（特定ガス発生設備においてガスを発生させ、導管によりこれを供給するものに限る。））注1．（　）内は圧縮天然ガス。内数である。
佐　賀 長　崎 熊　本 大　分 宮　崎 鹿児島 沖　縄 合　計

65 118 97 78 138 127 185 7,333
( 21 )

10,013 40,082 20,166 20,971 26,378 41,810 32,402 1,829,692
( 4,030 )

1,514,399 6,929,307 2,748,086 2,652,467 3,910,313 6,807,007 4,388,026 305,087,761

624,143

7,284 29,635 14,826 13,572 20,111 32,261 31,748 1,336,366
( 3,467 )

6,066 25,802 12,718 11,850 16,624 28,539 28,713 1,120,287
( 2,992 )

7 62 19 45 26 324 23 9,007
( 20 )

7 58 17 38 19 286 18 6,955
( 20 )

9 70 10 24 53 231 15 2,840
( 0 )

8 64 6 13 45 190 10 2,370
( 0 )

7,300 29,767 14,855 13,641 20,190 32,816 31,786 1,348,213
( 3,487 )

6,081 25,924 12,741 11,901 16,688 29,015 28,741 1,129,612
( 3,012 )

668,216 2,976,994 1,320,268 1,139,395 1,565,610 3,080,173 2,225,139 134,976,178
( 682,523 )

1,454 69,239 10,010 22,744 11,799 112,470 25,634 7,516,556
( 23,278 )

883 22,616 831 35,657 279,874 182,950 5,417 3,516,221
( 0 )

670,553 3,068,849 1,331,109 1,197,796 1,857,283 3,375,593 2,256,190 146,008,955
( 705,801 )
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